
ス
キ
ャ
ン
ダ
リ
ズ
ム
と
リ
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
間 

―

奥
武
則
『
黒
岩
涙
香―

断
じ
て
利
の
為
に
は
非
ざ
る
な
り
』―

 

白
戸
健
一
郎 

  

一

本
書
の
概
要

本
書
は
、
明
治
大
正
期
に
活
躍
し
た
新
聞
記
者
で
あ
り
小
説

家
の
黒
岩
涙
香
（
一
八
六
二
－
一
九
二
〇
）
に
つ
い
て
の
評
伝

で
あ
る
。
黒
岩
涙
香
は
『
巌
窟
王
』
や
『
噫
無
情
』
な
ど
の
翻

訳
小
説
に
よ
り
人
気
を
博
し
た
小
説
家
で
も
あ
り
、
ス
キ
ャ
ン

ダ
リ
ズ
ム
の
手
法
で
発
行
部
数
を
伸
ば
し
、
一
時
は
東
京
府
内

随
一
の
発
行
部
数
を
示
し
た
『
萬
朝
報
』
を
創
刊
し
た
経
営
者

で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
相
撲
や
玉
突
き
な
ど
多
趣
味
で
多
様
な

側
面
か
ら
そ
の
思
想
と
活
動
を
描
く
こ
と
の
で
き
る
人
物
で
あ

る
。
本
書
で
も
二
つ
「
間
奏
」
も
通
じ
て
包
括
的
な
黒
岩
涙
香

像
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
主
と
し
て
『
萬
朝
報
』
を
発
行
し
た

「
新
聞
記
者
・
黒
岩
周
六
（
涙
香
）」
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。 

以
下
、
本
書
の
構
成
で
あ
る
。
本
稿
で
は
ま
ず
、
各
章
の
概

要
を
記
し
、
そ
の
後
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
な

お
、
論
旨
の
関
係
か
ら
二
つ
の
間
奏
に
つ
い
て
は
、
最
後
に
ま

と
め
て
言
及
す
る
。 

 

は
し
が
き 

序
章  

大
衆
社
会
に
先
駆
け
た
人 

第
一
章

「
政
治
の
世
界
」
を
め
ざ
し
て 

第
二
章

「
政
治
青
年
」
の
挫
折 

第
三
章

『
萬
朝
報
』
以
前 

間
奏
一

涙
香
を
め
ぐ
る
女
性
た
ち 

219



第
四
章

『
萬
朝
報
』
の
創
刊 

第
五
章

相
馬
家
毒
殺
騒
動 

第
六
章

「
ま
む
し
の
周
六
」
の
虚
実 

間
奏
二

趣
味
人
・
涙
香
の
周
辺 

第
七
章

栄
光
の
『
萬
朝
報
』 

第
八
章

た
そ
が
れ
の
『
萬
朝
報
』 

終
章

黒
岩
涙
香
と
は
誰
の
な
の
か 

主
要
参
考
文
献 

あ
と
が
き 

黒
岩
涙
香
年
譜 

 

序
章
「
大
衆
社
会
に
先
駆
け
た
人
」
で
は
、
ま
ず
一
八
九
二

年
に
『
萬
朝
報
』
を
創
刊
し
た
黒
岩
涙
香
が
「
普
通
一
般
の
多

数
民
人
」
に
時
勢
を
知
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
「
普
通
一
般
の
多
数
民
人
」
を
「
大

衆
」
と
し
て
捉
え
る
。
た
だ
、
大
衆
社
会
が
現
出
し
た
と
い
い

う
る
の
は
一
九
二
〇
年
代
半
ば
で
あ
る
。
一
八
九
二
年
生
ま
れ

で
、
一
九
二
〇
年
に
五
八
歳
で
死
去
し
た
黒
岩
涙
香
は
、
幕
末

維
新
期
に
は
間
に
合
わ
ず
、
大
衆
社
会
が
開
花
す
る
前
に
生
涯

を
閉
じ
た
人
物
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
大
衆
社
会
の
成
立
を
見
据

え
て
先
取
り
す
る
か
の
ご
と
く
活
躍
し
た
の
が
黒
岩
涙
香
で
あ

っ
た
。「
相
馬
事
件
毒
殺
騒
動
」
や
「
淫
祠
蓮
門
教
会
」
な
ど
の

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
報
道
は
『
萬
朝
報
』
を
議
論
す
る
上
で
避
け
て

通
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
黒
岩
涙
香
の
生
涯
を
追

う
こ
と
が
大
衆
社
会
の
生
理
と
病
理
を
透
過
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
。
本
書
は
黒
岩
涙
香
の
評
伝
で
は
あ
る
が
、「
大
衆
社

会
」
と
い
う
視
角
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

第
一
章
「「
政
治
の
世
界
」
を
め
ざ
し
て
」
で
は
、
黒
岩
涙
香

の
家
系
と
出
生
、
学
歴
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
一
八
六
二

（
文
久
二
）
年
九
月
二
九
日
、
土
佐
国
安
芸
郡
川
北
村
の
黒
岩

家
の
次
男
と
し
て
涙
香
（
周
六
）
は
生
ま
れ
た
。
黒
岩
家
の
先

祖
は
戦
国
期
に
長
宗
我
部
元
親
の
支
配
に
抵
抗
し
た
安
芸
国
虎

の
忠
臣
・
黒
岩
越
前
守
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
ら
の
出
自

に
「
反
権
力
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
後
の
涙
香
の
歩
み
を
考
え
る

時
、人
格
形
成
の
上
で
大
い
に
影
響
が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
す
る
。

ま
た
、
兄
・
四
方
之
進
は
東
京
開
成
学
校
に
進
み
、
新
天
地
北
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海
道
に
開
学
し
た
札
幌
農
学
校
を
卒
業
し
た
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、

養
父
の
黒
岩
直
方
は
幕
末
維
新
期
に
勤
王
の
志
士
と
し
て
波
乱

万
丈
の
日
々
を
送
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
身
近
な
家
系
も
涙
香

の
自
尊
心
と
反
権
力
的
精
神
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
す

る
。
長
じ
て
涙
香
は
故
郷
を
離
れ
て
大
阪
へ
出
て
、
先
進
的
な

西
欧
流
の
教
育
を
提
供
す
る
大
阪
英
語
学
校
に
入
学
し
た
。
こ

こ
で
涙
香
は
「
英
語
漬
け
」
の
日
々
を
送
り
、
後
に
翻
訳
小
説

家
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
の
語
学
力
を
鍛
え
上
げ
た
。
涙
香
が

大
阪
英
語
学
校
に
在
学
し
て
い
た
一
八
七
九
年
、
コ
レ
ラ
が
西

日
本
で
流
行
し
、学
校
も
閉
鎖
さ
れ
た
。こ
う
し
た
状
況
の
中
、

涙
香
は
東
京
へ
行
き
、
夏
目
漱
石
も
籍
を
お
い
た
成
立
学
舎
に

入
学
し
た
。た
だ
、涙
香
は
成
立
学
舎
を
二
年
ほ
ど
で
退
学
し
、

一
八
八
一
年
に
慶
應
義
塾
に
入
塾
し
た
。
一
八
八
一
年
は
明
治

一
四
年
の
政
変
が
起
き
た
年
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
も
演
説
会
が

開
か
れ
な
い
日
が
な
い
ほ
ど
政
治
的
沸
騰
が
生
じ
て
い
た
時
期

で
あ
っ
た
。涙
香
も
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
演
説
会
に
足
を
運
び
、

そ
の
熱
気
を
感
じ
て
い
た
。 

第
二
章
「「
政
治
青
年
」
の
挫
折
」
で
は
、「
政
治
青
年
」
と

し
て
メ
デ
ィ
ア
や
演
説
会
に
関
わ
り
、
新
聞
人
と
し
て
生
き
て

い
く
こ
と
に
決
心
し
た
涙
香
の
歩
み
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

新
聞
記
者
と
し
て
活
躍
す
る
黒
岩
涙
香
が
初
め
て
本
格
的
に
メ

デ
ィ
ア
に
関
わ
っ
た
の
は
、
嚶
鳴
社
系
の
政
論
雑
誌
『
東
京
輿

論
新
誌
』
で
あ
っ
た
。
嚶
鳴
社
は
元
老
院
書
記
の
沼
間
守
一
が

創
設
し
た
民
権
結
社
で
あ
り
、
演
説
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、

末
広
鉄
腸
、
島
田
三
郎
、
肥
塚
龍
、
田
口
卯
吉
ら
が
登
壇
し
て

い
た
。
こ
の
頃
、
涙
香
も
政
談
演
説
会
の
弁
士
と
し
て
活
躍
し

た
。『
雄
弁
美
辞
法
』（
一
八
八
二
年
）
と
い
う
言
語
表
現
に
重

き
を
お
い
た
ハ
ウ
ツ
ー
本
を
刊
行
す
る
ほ
ど
政
談
演
説
に
熱
心

で
あ
っ
た
。
雑
誌
『
東
京
輿
論
新
誌
』
で
も
政
論
家
と
し
て
活

躍
し
、
地
方
自
治
や
政
党
を
重
視
し
た
論
説
を
展
開
し
た
。
涙

香
の
周
囲
に
い
た
島
田
三
郎
や
肥
塚
龍
は
後
に
衆
議
院
議
員
に

な
り
、
涙
香
も
政
論
家
と
し
て
実
力
を
発
揮
し
て
い
た
が
、
彼

は
負
け
ず
嫌
い
の
性
格
か
ら
政
治
の
世
界
を
選
ば
ず
、
新
聞
の

世
界
を
志
す
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
頃
、
情
実
人
事
を

批
判
し
た
社
説
で
管
理
侮
辱
罪
に
問
わ
れ
、
禁
錮
刑
の
有
罪
判

決
を
受
け
、人
生
初
と
い
え
る
苦
難
の
時
期
に
直
面
し
て
い
た
。 
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第
三
章
「『
萬
朝
報
』
以
前
」
で
は
『
萬
朝
報
』
創
刊
前
に
涙

香
が
行
な
っ
た
新
聞
創
刊
な
ど
の
言
論
活
動
に
つ
い
て
記
さ
れ

て
い
る
。一
八
八
二
年
一
一
月
に
創
刊
し
た『
同
盟
改
進
新
聞
』

に
お
い
て
涙
香
は
主
筆
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
当
時
の
多
く
の
新

聞
紙
が
政
党
機
関
紙
化
し
て
い
っ
た
の
に
対
抗
し
て
、「
政
党
ノ

外
」
に
立
っ
て
「
自
由
改
進
ノ
主
義
」
を
明
ら
か
に
す
る
「
独

立
新
聞
」
を
志
し
た
。
だ
が
、
当
初
の
評
判
は
良
か
っ
た
も
の

の
、
一
八
八
三
年
一
月
に
は
廃
刊
し
て
し
ま
う
。
新
聞
が
売
れ

な
け
れ
ば
ど
れ
だ
け
高
尚
な
言
論
活
動
で
あ
っ
て
も
継
続
で
き

な
い
こ
と
を
涙
香
は
痛
感
し
た
。
一
八
八
五
年
に
は
ル
ビ
付
き

絵
入
り
の
小
新
聞
『
日
本
た
い
む
す
』
で
言
論
活
動
を
再
開
し

た
。
こ
れ
も
短
期
間
し
か
続
か
ず
、
一
八
八
五
年
一
二
月
で
廃

刊
と
な
る
が
、
こ
こ
で
涙
香
は
「
大
新
聞
的
世
界
」
以
外
の
新

聞
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
も
小
新
聞
『
絵
入
自
由

新
聞
』
で
主
筆
と
し
て
活
躍
す
る
が
、
精
力
的
に
社
説
を
執
筆

し
社
説
の
啓
蒙
的
役
割
を
強
調
し
て
い
っ
た
。
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

報
道
で
著
名
な
黒
岩
涙
香
に
は
、
啓
蒙
家
と
し
て
の
初
心
が
強

く
あ
っ
た
。
小
新
聞
で
あ
り
な
が
ら
政
治
を
論
じ
る
「
政
論
」

も
し
ば
し
ば
執
筆
し
、
政
治
家
や
そ
の
活
動
を
監
視
す
る
「
政

治
見
物
」
は
人
民
の
義
務
で
あ
り
、
新
聞
が
そ
の
監
視
機
関
と

し
て
の
役
割
を
担
う
べ
き
と
説
い
た
。
小
新
聞
で
の
経
験
は
涙

香
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
こ
れ
ま
で
論
説
記
者
と
し
て
自
尊

心
の
高
さ
を
表
す
「
黒
岩
大
」
の
名
前
を
用
い
て
い
た
が
、
以

後
、
そ
れ
を
使
わ
ず
、
幼
名
の
「
周
六
」
を
用
い
た
。
こ
れ
を

宣
言
す
る
広
告
を
掲
載
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら

涙
香
は
探
偵
小
説
家
と
し
て
も
活
躍
す
る
が
、
尊
大
な
「
黒
岩

大
」
の
名
前
を
捨
て
た
こ
と
は
、
娯
楽
調
の
探
偵
小
説
家
へ
の

橋
渡
し
と
な
っ
た
。
原
書
を
乱
読
し
て
い
た
涙
香
は
、
当
時
の

小
新
聞
で
一
般
的
で
あ
っ
た
戯
作
調
の
連
載
小
説
に
飽
き
た
ら

な
さ
を
感
じ
、
英
米
の
小
説
を
自
ら
が
翻
訳
し
て
掲
載
す
る
こ

と
を
思
い
つ
い
た
。
涙
香
最
初
の
翻
訳
連
載
小
説
は
「
法
定
の

美
人
」
と
し
て
『
今
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
は
こ
れ

ま
で
論
説
を
中
心
と
し
て
言
論
活
動
を
行
な
っ
て
き
た
涙
香
に

と
っ
て
予
期
で
き
な
い
ほ
ど
読
者
を
ひ
き
つ
け
た
。
主
筆
を
務

め
て
い
た
『
絵
入
自
由
新
聞
』
で
は
一
八
八
八
年
九
月
に
連
載

を
開
始
す
る
と
、
精
力
的
な
執
筆
を
続
け
、
単
行
本
化
も
な
さ
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れ
、
涙
香
の
声
名
は
高
ま
っ
た
。
一
八
八
九
年
に
は
『
都
新
聞
』

へ
破
格
の
待
遇
で
引
き
抜
か
れ
翻
訳
連
載
小
説
を
執
筆
し
、『
都

新
聞
』
の
発
行
部
数
増
加
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
だ
が
、
都
新

聞
社
長
・
楠
本
正
隆
と
の
対
立
か
ら
一
八
九
二
年
七
月
に
退
社

し
、
多
く
の
新
聞
社
に
よ
る
ス
カ
ウ
ト
も
あ
り
な
が
ら
、
自
ら

新
聞
社
を
興
す
こ
と
を
決
意
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
年
一
一
月

に
創
刊
さ
れ
た
の
が
『
萬
朝
報
』
で
あ
っ
た
。 

第
四
章
「『
萬
朝
報
』
の
創
刊
」
で
は
、『
萬
朝
報
』
の
創
刊

ま
で
の
経
緯
と
東
京
で
の
発
行
部
数
ト
ッ
プ
に
ま
で
至
る
ま
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
自
ら
の
思
う
ま
ま
に

新
聞
を
創
ろ
う
と
し
た
涙
香
が
ま
ず
直
面
し
た
の
は
、
新
聞
紙

条
例
に
よ
る
保
証
金
規
定
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
奔
走
し
、
宏
仏

海
、
町
田
宗
七
の
扶
桑
堂
が
資
金
の
提
供
を
す
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
扶
桑
堂
は
以
後
、
涙
香
の
単
行
本
を
販
売
す
る
契
約
を

結
ん
だ
。
涙
香
の
筆
名
が
ど
れ
ほ
ど
あ
が
っ
て
も
そ
れ
は
続
い

た
。
紙
名
は
「
な
に
ご
と
に
も
や
く
だ
つ
」
と
い
う
「
萬
重
宝
」

を
『
萬
朝
報
』
と
し
、
発
行
所
は
朝
報
社
と
し
た
。
短
期
間
で

廃
刊
さ
れ
た
新
聞
を
間
近
に
見
て
き
た
涙
香
は
、
一
介
の
新
聞

記
者
で
は
な
く
新
聞
経
営
者
と
し
て
の
マ
イ
ン
ド
を
保
つ
必
要

を
自
覚
し
て
い
た
。
売
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
着
実
に
資

金
を
回
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う

し
て
出
発
し
た
『
萬
朝
報
』
は
、
創
刊
号
は
三
万
五
千
部
で
、

七
〇
〇
〇
の
定
期
購
読
者
を
持
っ
た
。
こ
の
数
字
は
発
行
側
か

ら
す
る
と
予
想
以
上
の
成
績
で
あ
り
、
や
は
り
「
黒
岩
涙
香
の

新
聞
」
は
「
売
り
」
に
な
っ
た
。「
発
刊
の
辞
」
で
は
、
対
象
読

者
を
「
普
通
一
般
の
多
数
民
人
」
と
し
、「
安
い
価
格
」
と
「
平

易
な
文
章
」
を
徹
底
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。
価
格
は
一
部

一
銭
で
、
一
ヶ
月
二
〇
銭
と
し
て
お
り
、『
時
事
新
報
』
が
一
ヶ

月
五
〇
銭
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
が
三
〇
銭
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

か
な
り
の
価
格
差
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
朝
報
社
に
よ
る
花
見

イ
ベ
ン
ト
や
新
聞
記
者
養
成
塾
な
ど
の
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
涙
香
の
探
偵
小
説
の
流
行
に
も
の
っ
て
、
一
八
九
五
年

に
は
東
京
で
の
発
行
紙
の
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
。 

第
五
章
「
相
馬
家
毒
殺
騒
動
」
で
は
、『
萬
朝
報
』
に
よ
る
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
報
道
の
嚆
矢
と
し
て
知
ら
れ
る
「
相
馬
家
毒
殺
事

件
」
報
道
が
丹
念
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
相
馬
事
件
と
は
、
中
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村
藩
藩
主
の
相
馬
誠
胤
を
、
相
馬
家
の
家
令
志
賀
直
道
や
誠
胤

の
異
母
兄
弟
に
あ
た
る
相
馬
順
胤
の
母
西
田
り
う
が
精
神
障
害

を
理
由
に
主
君
押
込
を
行
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
相
馬
家
に
仕
え

て
い
た
錦
織
剛
清
が
監
禁
罪
や
相
馬
誠
胤
の
毒
殺
容
疑
で
訴
え
、

一
方
で
志
賀
側
が
誣
告
罪
で
訴
え
る
訴
訟
合
戦
に
な
り
、
錦
織

側
が
敗
訴
し
た
事
件
で
あ
る
。『
萬
朝
報
』
は
、
こ
の
事
件
を
錦

織
剛
清
を
「
正
義
の
忠
臣
」
と
し
、
元
大
名
家
の
資
産
家
家
族

た
ち
「
奸
物
」
と
戦
う
と
い
う
枠
組
み
を
作
り
「
相
馬
事
件
毒

殺
報
道
」
と
い
う
大
き
な
見
出
し
で
連
載
し
た
。
他
紙
も
多
数

の
報
道
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
も
『
萬
朝
報
』
の
報

道
量
は
突
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
錦
織
剛
清
自
身
や
相
馬
事

件
関
連
の
著
作
は
数
多
く
刊
行
さ
れ
、
演
説
会
も
多
数
開
催
さ

れ
た
。
裁
判
結
果
は
錦
織
側
の
敗
訴
で
終
わ
っ
た
が
、
涙
香
は

「
法
式
の
裁
判
」
と
「
社
会
の
裁
判
」
は
異
な
り
、
新
聞
の
機

能
は
「
事
実
の
報
知
機
」「
社
会
の
賞
罰
機
」
に
あ
る
と
し
て
『
萬

朝
報
』
は
「
社
会
正
義
」
を
実
現
す
る
た
め
の
報
道
を
展
開
し

た
の
だ
と
し
て
錦
織
側
を
擁
護
し
た
。
た
だ
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

化
の
手
法
の
面
を
見
て
も
、
う
わ
さ
や
伝
聞
を
も
と
に
多
く
の

相
馬
事
件
の
記
事
を
作
成
し
て
い
た
『
萬
朝
報
』
は
、
関
連
人

物
の
人
と
な
り
や
男
女
関
係
、
金
銭
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
「
下

世
話
な
ネ
タ
」
を
中
心
に
報
道
す
る
こ
と
で
、
読
者
の
関
心
を

引
き
続
け
る
も
の
で
あ
り
、
事
件
の
正
否
を
主
眼
に
し
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
。 

第
六
章
「「
ま
む
し
の
周
六
」
の
虚
実
」
で
は
、
相
馬
事
件
の

よ
う
な
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
報
道
で
発
行
部
数
を
伸
ば
し
、「
ま
む
し

の
周
六
」
と
呼
ば
れ
た
黒
岩
涙
香
が
、
い
か
な
る
新
聞
観
を
持

ち
、
そ
れ
を
実
行
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。「
相
馬
事

件
」
か
ら
の
一
連
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
報
道
と
し
て
見
ら
れ
て
き

た
「
淫
祠
蓮
門
教
会
」
や
「
蓄
妾
の
実
例
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

著
者
に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
は
「
相
馬
事
件
」
と
は
異
質
な
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
報
道
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
淫
祠
蓮
門
教
会
」
の
報
道
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
専
任
探
訪
員
一
二
人
を
選
ん
で
一
ヶ
月
間

の
取
材
を
行
い
、「
探
訪
し
た
事
実
」
に
立
脚
し
て
報
道
し
た
。

こ
れ
は
「
事
実
の
報
知
機
」
と
し
て
の
役
割
を
逸
脱
し
な
い
も

の
で
あ
り
、調
査
報
道
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。た
だ
、

セ
ッ
ク
ス
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
フ
レ
ー
ム
に
は
め
て
大
量
報
道
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を
行
う
も
の
で
あ
り
、
蓮
門
教
会
を
擁
護
し
た
『
改
進
新
聞
』

を
も
激
し
く
攻
撃
し
た
。
は
じ
め
セ
ッ
ク
ス
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

の
次
元
で
あ
っ
た
も
の
が
、
国
家
神
道
体
制
下
に
お
け
る
異
端

宗
教
批
判
と
い
う
当
時
の
社
会
規
範
に
適
合
し
た
も
の
に
深
化

し
、
蓮
門
教
会
を
急
速
な
衰
退
へ
導
く
こ
と
に
成
功
し
、『
萬
朝

報
』
は
「
社
会
正
義
の
実
現
」
に
寄
与
し
た
。
一
八
九
八
年
七

月
か
ら
始
ま
っ
た
「
畜
妾
の
実
例
」
は
『
萬
朝
報
』
の
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
報
道
の
完
成
形
だ
と
す
る
。
事
実
が
「
あ
る
べ
き
社
会

規
範
」
か
ら
逸
脱
し
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
な

る
。
し
か
も
そ
の
対
象
は
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
報
道
と
し
て
価
値

の
高
い
著
名
人
で
あ
る
。「
蓄
妾
の
実
例
」
は
探
訪
記
者
に
相
応

の
取
材
を
お
こ
な
わ
せ
、
森
鴎
外
や
西
園
寺
公
望
、
北
里
柴
三

郎
な
ど
著
名
人
と
そ
の
妾
の
実
名
、
住
所
、
年
齢
と
簡
潔
な
説

明
を
淡
々
と
記
載
す
る
も
の
で
あ
り
、
煽
情
的
な
表
現
は
用
い

ら
れ
な
か
っ
た
。
事
実
報
道
の
形
式
を
取
り
つ
つ
、
あ
る
べ
き

社
会
規
範
を
提
示
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、

涙
香
は
一
九
〇
一
年
六
月
一
九
日
か
ら
の
七
回
連
続
で
社
説

「
新
聞
紙
の
道
徳
」
と
い
う
長
大
な
論
説
を
掲
載
し
た
。
ス
キ

ャ
ン
ダ
ル
報
道
を
何
度
も
展
開
し
て
き
た
『
萬
朝
報
』
に
お
い

て
は
奇
異
な
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
が
、涙
香
の
自
己
認
識
で
は「
信

ず
る
所
」、
す
な
わ
ち
「
義
」
を
貫
い
て
き
た
結
果
だ
と
い
い
、

明
治
初
期
の
大
新
聞
を
「
義
の
新
聞
」
と
し
て
称
揚
す
る
。
と

は
い
え
、
新
聞
の
営
業
と
独
立
の
た
め
に
は
「
利
」
は
必
要
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
す
べ
て
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
問
題

は
そ
の
程
度
で
あ
り
、
特
に
近
年
の
新
聞
が
「
利
の
み
の
業
」

に
な
っ
て
い
る
と
批
判
す
る
。
人
身
攻
撃
的
な
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

報
道
は
創
刊
当
初
の
資
金
難
と
い
う
背
景
も
あ
っ
た
が
、
自
ら

の
信
じ
る
「
義
」
の
た
め
で
あ
り
、
断
じ
て
「
利
」
の
た
め
で

は
な
か
っ
た
と
い
う
。
た
だ
、
そ
の
攻
撃
性
に
は
「
若
気
の
至

り
」
が
あ
っ
た
と
反
省
も
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
反
省
か
ら

涙
香
は
、
社
会
改
良
を
目
指
し
た
理
想
団
発
足
に
向
か
う
。 

第
七
章
「
栄
光
の
『
萬
朝
報
』」
で
は
、
日
清
戦
争
前
後
の
『
萬

朝
報
』
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
『
萬
朝
報
』

に
と
っ
て
発
行
部
数
の
面
で
も
社
員
の
優
秀
さ
の
面
で
も
「
栄

光
の
時
代
」
と
い
え
る
。『
二
六
新
報
』
に
一
時
、
発
行
部
数
の

ト
ッ
プ
を
奪
わ
れ
る
も
の
の
、
涙
香
の
翻
訳
小
説
は
と
ぎ
れ
る

225



こ
と
な
く
掲
載
さ
れ
続
け
、
英
文
欄
を
設
け
て
増
加
し
つ
つ
あ

る
学
生
読
者
を
吸
収
す
る
な
ど
硬
軟
両
面
に
お
い
て
充
実
し
て

い
た
。
社
屋
も
改
築
し
て
社
員
も
増
加
し
、
内
村
鑑
三
や
幸
徳

秋
水
、
堺
利
彦
、
田
岡
嶺
雲
、
内
藤
湖
南
、
河
上
清
、
斎
藤
緑

雨
、
森
田
思
軒
な
ど
有
能
な
人
材
が
出
入
り
し
た
の
も
こ
の
時

期
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
頃
か
ら
顕
著
に
な
り
始
め
た
報
道

新
聞
時
代
の
到
来
は
、『
萬
朝
報
』
衰
退
の
兆
し
で
も
あ
っ
た
。

日
清
戦
争
後
の
一
九
〇
一
年
に
社
会
改
良
運
動
を
行
う
理
想
団

を
結
成
し
た
。
結
束
に
当
た
り
論
説
「
平
和
な
る
檄
文
」
を
『
萬

朝
報
』
に
掲
載
し
、
一
度
退
社
し
て
い
た
内
村
鑑
三
が
再
入
社

し
て
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
理
想
団
は
「
腐
敗
し
た
社
会
」
を

批
判
し
、「
社
会
改
良
」
を
訴
え
る
運
動
で
あ
っ
た
。
志
は
高
邁

で
は
あ
っ
た
が
、「
私
利
私
欲
を
捨
て
公
義
心
を
持
て
」
と
い
う

個
人
の
修
養
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
り
、
東
京
を
中
心
と
し
た
都
市

部
で
加
入
者
が
あ
る
の
み
で
、
の
ち
の
社
会
主
義
運
動
や
労
働

組
合
運
動
に
比
べ
る
と
組
織
基
盤
は
脆
弱
な
ま
ま
で
運
動
と
し

て
は
大
き
な
も
の
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
理
想
団
は

政
党
で
は
な
か
っ
た
が
あ
ま
り
に
現
実
的
な
成
果
を
伴
わ
な
か

っ
た
た
め
、
具
体
的
な
政
治
活
動
へ
も
傾
斜
し
て
い
っ
た
。
本

番
の
選
挙
の
前
に
理
想
団
団
員
に
よ
り
投
票
を
行
い
、
そ
の
上

位
に
入
っ
た
人
物
を
理
想
団
と
し
て
投
票
す
る
な
ど
の
「
政
治

へ
の
接
近
」
を
図
っ
て
い
た
。
た
だ
、
涙
香
は
日
露
戦
争
後
に

は
よ
り
深
く
政
治
へ
と
接
近
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

 

第
八
章
「
た
そ
が
れ
の
『
萬
朝
報
』」
で
は
、
日
露
戦
争
前
後

の
『
萬
朝
報
』
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
。
低
価
格
路
線
に
よ
り

販
売
部
数
を
伸
ば
し
て
き
た
『
萬
朝
報
』
で
あ
っ
た
が
、
報
道

新
聞
と
し
て
の
機
能
を
拡
充
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
際
に
、
資

本
蓄
積
が
乏
し
く
十
分
な
事
業
展
開
が
で
き
な
か
っ
た
。ま
た
、

日
露
戦
争
前
、
幸
徳
秋
水
や
内
村
鑑
三
な
ど
の
有
能
な
若
手
論

者
は
非
戦
論
を
展
開
し
て
い
た
が
、
編
集
部
内
の
主
戦
論
者
に

よ
る
突
き
上
げ
が
激
し
く
、
内
村
、
幸
徳
、
堺
は
退
社
し
て
『
萬

朝
報
』
は
開
戦
論
へ
と
舵
を
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
か

つ
て
東
京
で
首
位
を
走
っ
て
い
た
『
萬
朝
報
』
も
価
格
の
低
さ

か
ら
く
る
貧
弱
な
戦
況
報
道
態
勢
や
紙
面
の
狭
さ
は
、『
大
阪
朝

日
』
や
『
大
阪
毎
日
』
な
ど
他
紙
と
比
較
す
る
と
明
ら
か
に
見

劣
り
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
通
信
費
や
号
外
、
人
件
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費
は
上
が
り
、
台
頭
す
る
大
阪
系
商
業
新
聞
と
の
競
争
か
ら
落

伍
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
日
露
戦
争
後
、『
萬
朝
報
』
は
講

話
条
約
に
反
対
し
、
日
比
谷
公
園
で
開
か
れ
る
講
和
条
約
反
対

国
民
大
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
扇
動
す
る
側
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
一
九
〇
六
年
の
東
京
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
市
営
化
問
題

に
も
コ
ミ
ッ
ト
し
、
周
囲
か
ら
も
政
治
運
動
へ
の
期
待
を
語
ら

れ
涙
香
自
身
も
「
政
治
運
動
を
遣
る
積
」（
一
九
一
二
年
）
と
述

べ
る
ほ
ど
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
政
治
運
動
へ
の
傾
斜
と
軌
を

一
に
す
る
よ
う
に
、
翻
訳
小
説
の
筆
は
鈍
っ
て
い
た
。
翻
訳
小

説
を
連
載
し
て
い
た
「
涙
香
小
史
」
欄
は
一
九
〇
四
年
頃
か
ら

断
続
的
に
な
り
、
一
九
〇
八
年
か
ら
長
期
間
停
止
し
て
い
た
。

一
方
、
当
時
の
他
の
人
気
を
博
し
た
新
聞
小
説
と
し
て
、
尾
崎

紅
葉
「
金
色
夜
叉
」（『
読
売
新
聞
』
一
八
九
七
年
－
一
九
〇
二

年
）
や
夏
目
漱
石
「
虞
美
人
草
」『
朝
日
新
聞
』（
一
九
〇
七
年
）

が
あ
り
、
す
で
に
新
し
い
世
代
の
新
聞
連
載
小
説
が
台
頭
し
て

き
て
い
た
。
政
治
運
動
へ
傾
斜
し
て
い
っ
た
『
萬
朝
報
』
は
、

第
二
次
西
園
寺
内
閣
の
後
継
首
相
と
し
て
内
大
臣
桂
太
郎
が
総

理
大
臣
へ
任
命
さ
れ
た
こ
と
へ
の
反
発
か
ら
憲
政
擁
護
運
動
が

起
き
る
と
、
桂
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
そ
の
後
の

山
本
権
兵
衛
内
閣
で
は
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
が
生
じ
る
と
こ
れ
を

強
く
批
判
し
た
。山
本
内
閣
批
判
の
先
導
に
あ
っ
た『
萬
朝
報
』

は
、
後
継
の
大
隈
重
信
内
閣
で
は
人
事
を
相
談
し
合
う
ほ
ど
深

く
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
独
立
新
聞

を
標
榜
し
て
き
た
『
萬
朝
報
』
は
「
大
隈
の
御
用
新
聞
」
と
の

レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、『
朝
日
新
聞
』
の
村
山
龍
平
や
『
毎
日
新

聞
』
の
本
山
彦
一
、『
国
民
新
聞
』
の
徳
富
蘇
峰
と
共
に
黒
岩
涙

香
が
叙
勲
し
た
際
に
は
、
大
隈
内
閣
の
論
功
行
賞
と
も
揶
揄
さ

れ
た
。『
萬
朝
報
』
の
凋
落
を
象
徴
的
に
示
す
の
は
、
涙
香
が
パ

リ
講
和
会
議
へ
新
聞
社
代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
さ
い
に
、
出

発
直
前
に
な
り
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
他
紙
か
ら
批

判
を
受
け
、私
費
で
渡
航
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。

帰
国
後
、
講
演
や
旅
行
記
を
執
筆
す
る
な
ど
し
て
い
た
が
病
状

が
悪
化
し
、
一
九
二
〇
年
一
〇
月
六
日
に
死
去
し
た
。 

終
章
「
黒
岩
涙
香
と
は
誰
だ
っ
た
の
か
」
で
は
、
涙
香
死
後

の
『
萬
朝
報
』
に
言
及
し
て
い
る
。
涙
香
の
追
悼
文
を
書
い
た

編
集
局
長
の
斯
波
貞
吉
は
、
後
に
常
務
取
締
役
兼
主
筆
と
な
る
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が
、
一
九
二
五
年
に
『
萬
朝
報
』
の
再
建
を
諦
め
、
衆
議
院
議

員
と
な
っ
た
。『
萬
朝
報
』
は
以
後
も
ほ
そ
ぼ
そ
と
経
営
を
続
け

る
が
、
一
九
四
〇
年
に
『
東
京
毎
夕
新
聞
』
に
吸
収
合
併
さ
れ
、

そ
の
歴
史
を
閉
じ
た
。
最
後
に
「
黒
岩
涙
香
と
は
誰
で
あ
っ
た

の
か
」
と
い
う
著
者
な
り
の
問
い
に
答
え
て
終
え
て
い
る
。「
眼

に
王
侯
な
く
手
に
斧
鉞
あ
り
」
を
編
集
室
に
掲
げ
た
独
立
新
聞

『
萬
朝
報
』
は
、
普
通
一
般
の
多
数
民
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
廉
価
多
売
に
よ
る
資
金
調
達
に
よ
り
独
立
を
果
た
し
た
。
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
報
道
を
用
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
理
想
団
結
成

や
「
蓄
妾
の
実
例
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
か
ら
読
者
の
興
味
関

心
を
強
く
引
く
も
の
を
作
り
続
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
新

聞
観
の
転
換
が
あ
る
と
す
る
の
が
筆
者
の
回
答
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、「
ま
む
し
の
周
六
」
に
よ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
リ
ズ
ム
を
得
意

と
し
た
前
期
涙
香
か
ら
理
想
団
的
精
神
主
義
の
後
期
涙
香
と
い

っ
た
二
期
が
黒
岩
涙
香
に
は
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
鶴
見
俊

輔
や
三
宅
雪
嶺
に
涙
香
評
と
し
て
の
「
文
化
総
合
者
」
と
い
う

も
の
が
あ
る
が
、
著
者
は
「
普
通
一
般
の
多
数
民
人
」
を
捉
え

よ
う
と
す
る
「
新
聞
記
者
」
が
本
質
で
あ
っ
た
と
す
る
。 

な
お
、
間
奏
一
「
涙
香
を
め
ぐ
る
女
性
た
ち
」
で
は
、
涙
香

の
女
性
関
係
を
、
特
に
最
初
の
結
婚
の
複
雑
さ
に
つ
い
て
書
か

れ
て
い
る
。
最
初
の
結
婚
相
手
の
真
砂
子
の
実
母
は
涙
香
の
下

宿
先
の
女
主
人
・
鈴
木
ま
す
で
あ
る
が
、
同
時
代
の
雑
誌
で
は

「
情
を
通
ず
る
」
ほ
ど
に
深
い
関
係
に
あ
り
、
実
子
も
も
う
け

て
い
た
。
ま
す
の
死
後
、
真
砂
子
と
は
離
縁
し
、
赤
坂
の
芸
妓

す
が
と
再
婚
し
て
い
る
。
間
奏
二
「
趣
味
人
・
涙
香
の
周
辺
」

で
は
、「
趣
味
と
実
益
と
の
無
尽
蔵
」
を
謳
っ
た
『
萬
朝
報
』
の

社
主
・
黒
岩
涙
香
の
多
趣
味
さ
と
研
究
熱
心
さ
に
つ
い
て
書
か

れ
て
い
る
。
涙
香
は
玉
突
き
、
競
技
か
る
た
、
相
撲
、
闘
犬
、

都
々
逸
な
ど
を
趣
味
と
し
て
か
な
り
熱
心
に
追
求
し
て
い
た
が
、

玉
突
き
を
「
文
明
の
社
会
」
に
お
け
る
「
社
交
的
遊
戯
」
を
強

調
し
た
り
、
悪
趣
味
を
良
趣
味
へ
と
導
く
こ
と
が
社
会
の
健
全

化
に
役
立
つ
と
位
置
づ
け
て
実
践
し
て
い
た
。 

 
二

本
書
の
意
義
と
課
題

以
上
、
本
書
の
概
要
に
つ
い
て
記
し
て
き
た
。
以
下
で
は
、

本
書
の
意
義
と
課
題
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。 
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本
書
の
意
義
は
、『
萬
朝
報
』
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
報
道
の
多
義

性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
あ
る
。
黒
岩
涙
香
の
連
載

小
説
と
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
報
道
で
発
行
部
数
を
挙
げ
た
新
聞
と
考

え
ら
れ
、
い
く
つ
も
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
報
道
は
一
緒
く
た
に
ま

と
め
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
著
者
は
緻
密
な
読
解
か
ら
前
期
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
報
道
の
「
相
馬
事
件
」
と
後
期
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
報

道
の
「
淫
祠
蓮
門
教
会
」
や
「
蓄
妾
の
実
例
」
の
断
絶
性
を
強

調
す
る
。
前
期
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
報
道
は
、
う
わ
さ
や
伝
聞
を
も

と
に
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
記
事
を
大
量
に
書
く
こ
と
で
売
上
を

伸
ば
し
た
が
、
後
期
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
報
道
は
事
実
を
丹
念
に
収

集
し
て
記
事
に
し
た
調
査
報
道
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
著
者

は
、
こ
の
よ
う
な
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
報
道
の
展
開
の
背
景
に
つ
い

て
、『
萬
朝
報
』
が
置
か
れ
た
状
況
と
黒
岩
涙
香
の
新
聞
経
営
者

と
し
て
の
成
長
と
い
う
観
点
か
ら
説
得
的
に
説
明
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
前
期
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
報
道
の
典
型
例
で
あ
る
「
相

馬
事
件
」
が
記
事
化
さ
れ
た
の
は
『
萬
朝
報
』
が
創
刊
間
も
な

い
頃
で
資
金
不
足
に
あ
り
、「
利
」
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
当
時
、
三
一

歳
で
あ
っ
た
黒
岩
涙
香
の
新
聞
経
営
者
と
し
て
の
経
験
も
ま
だ

ま
だ
浅
か
っ
た
。こ
の
よ
う
な
新
聞
社
と
し
て
の「
未
成
熟
さ
」

と
黒
岩
涙
香
の
新
聞
経
営
者
の
「
未
成
熟
さ
」
の
交
叉
点
に
「
事

実
報
知
機
と
し
て
の
新
聞
」
か
ら
外
れ
た
「
相
馬
事
件
」
報
道

が
あ
っ
た
。
黒
岩
涙
香
自
身
も
明
示
は
し
て
い
な
い
が
反
省
の

言
を
残
し
、
後
年
に
な
っ
て
論
説
「
新
聞
紙
の
道
徳
」
の
点
か

ら
も
裏
付
け
ら
れ
て
お
り
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
な
新
聞
経
営

者
と
し
て
の
黒
岩
涙
香
の
新
聞
観
の
成
長
を
描
く
こ
と
が
で
き

る
点
に
評
伝
の
面
白
さ
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
「
利
」

と
「
義
」
の
狭
間
を
動
く
黒
岩
涙
香
の
新
聞
経
営
者
と
し
て
の

活
動
は
、
資
本
主
義
組
織
と
し
て
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
抱
え
る
普
遍
的
な
問
題
を
指
し
示
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。 

次
に
、
本
書
の
課
題
を
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
課
題
と
い

う
よ
り
は
評
者
と
し
て
も
う
少
し
詳
し
く
知
り
た
か
っ
た
と
い

う
点
を
四
点
ほ
ど
挙
げ
た
い
。 

第
一
に
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
み
な
し
た
黒

岩
涙
香
の
思
想
形
成
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
蓄
妾
の
実
例
」
で
批
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判
し
た
一
夫
一
婦
制
は
、
当
然
な
が
ら
近
代
西
欧
の
市
民
的
価

値
観
（
リ
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
）
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
黒

岩
涙
香
に
と
っ
て
こ
の
価
値
観
は
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
。
穂
積
八
束
の
「
民
法
出
で
て
忠
孝
亡
ぶ
」
で
知
ら

れ
る
民
法
典
論
争
は
、一
八
九
〇
年
頃
か
ら
は
始
ま
っ
て
お
り
、

一
八
九
八
年
に
妾
を
認
め
る
新
民
法
と
し
て
施
行
さ
れ
た
。
著

者
の
『
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
明
治
』（
一
九
九
七
年
）
で
は
言
及
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
へ
の
批
判
か
ら
「
蓄
妾
の
実
例
」
も
開
始

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
一
夫
一
婦
制
を
導
出
す
る

近
代
家
族
規
範
は
そ
の
根
底
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ラ
ブ
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
も
つ
（
一
）
。
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ラ
ブ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

基
盤
に
し
た
一
夫
一
婦
制
を
積
極
的
に
主
張
す
る
に
は
、
間
奏

一
に
あ
る
よ
う
な
同
時
期
の
黒
岩
涙
香
の
「
家
庭
」
は
あ
ま
り

に
複
雑
で
あ
る
。最
初
の
結
婚
は
一
八
九
一
年
、「
蓄
妾
の
実
例
」

の
連
載
開
始
が
一
八
九
八
年
、
離
婚
が
一
九
〇
八
年
、
再
婚
が

一
九
一
〇
年
で
あ
り
、「
不
幸
な
結
婚
」
期
間
は
一
五
年
以
上
継

続
し
て
い
る
し
、「
蓄
妾
の
実
例
」
は
そ
の
最
中
に
連
載
を
開
始

し
て
い
る
。
花
柳
界
通
い
は
あ
り
そ
れ
が
「
幸
福
な
再
婚
」
へ

と
つ
な
が
っ
た
よ
う
だ
が
、
黒
岩
涙
香
に
自
身
の
家
庭
と
主
張

と
の
落
差
に
内
的
葛
藤
は
な
か
っ
た
の
か
。
妾
を
囲
っ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
基
盤
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
考
え
る
な

ら
ば
、
私
的
現
実
と
公
的
主
張
と
を
い
か
に
調
整
し
て
い
た
か

は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

第
二
に
、『
萬
朝
報
』
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
「
普
通
一
般
の

多
数
民
人
」
と
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。『
萬

朝
報
』
は
「
普
通
一
般
の
多
数
人
民
」
を
対
象
に
「
安
価
」
で

「
簡
潔
」
な
文
化
総
合
的
娯
楽
新
聞
と
し
て
、「
日
本
の
マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
自
覚
的
に
作
り
出
し
た
」
と
後
世
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
で
評
価
さ
れ
て
い
る
（
二
）
。
著
者
は
対
象

と
さ
れ
た
「
普
通
一
般
の
多
数
民
人
」
を
「
大
衆
（
マ
ス
）」
で

あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
こ
で
い
う
「
大
衆
」
あ
る
い
は
『
萬
朝

報
』
の
読
者
と
は
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て

は
、
も
う
少
し
言
及
さ
れ
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。『
萬
朝
報
』
が
創
刊
さ
れ
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
報
道
を
開
始

し
て
い
く
の
は
明
治
二
〇
年
代
後
半
で
あ
る
が
、
そ
の
明
治
二

〇
年
代
は
上
京
遊
学
の
時
代
で
も
あ
り
、
東
京
府
下
で
は
約
三
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万
人
の
学
生
が
学
ん
で
い
た
（
三
）
。『
萬
朝
報
』
で
記
者
を
勤
め

る
堺
利
彦
も
明
治
一
九
年
に
福
岡
か
ら
上
京
し
て
い
る
。ま
た
、

『
萬
朝
報
』
が
さ
ら
に
発
行
部
数
を
伸
ば
し
、「
栄
光
の
時
代
」

を
謳
歌
す
る
明
治
三
〇
年
代
（
一
八
九
七-

一
九
〇
六
）
こ
そ
学

校
を
主
軸
と
す
る
教
育
体
制
が
整
備
さ
れ
て
き
た
時
代
で
あ
る
。

法
令
面
で
は
一
八
九
九
年
に
は
私
立
学
校
令
が
、
一
九
〇
三
年

に
は
専
門
学
校
令
が
公
布
さ
れ
て
い
る
。
満
二
〇
歳
の
男
性
の

学
歴
も
、明
治
三
三
年
で
は
高
等
小
学
校
卒
以
上
が
七
・
八
％
、

尋
常
小
学
校
以
上
が
四
三
・
二
％
で
あ
っ
た
の
が
、
明
治
四
三

年
に
な
る
と
高
等
小
学
校
卒
以
上
が
二
六
・
一
％
、
尋
常
小
学

校
卒
以
上
が
七
七
・
二
％
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る
（
四
）
。
近
代
的

規
範
を
習
得
す
る
に
は
、
近
代
的
学
力
と
教
養
と
が
必
要
に
な

る
が
、
そ
の
場
は
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
学
校
で
あ
っ
た
（
五
）
。

さ
ら
に
、
黒
岩
涙
香
の
哲
学
書
『
天
人
論
』
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
っ
て
い
る
し
、『
萬
朝
報
』
で
は
内
村
鑑
三
を
中
心
に
英
文

欄
を
創
設
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
、「
安
価
」「
平
易
」
を
モ

ッ
ト
ー
と
し
た
『
萬
朝
報
』
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
「
普
通
一

般
の
多
数
民
人
」
は
、
中
産
階
級
的
な
「
大
衆
」
で
は
あ
っ
て

も
「
下
層
大
衆
」
と
は
必
ず
し
も
思
え
な
い
。
早
稲
田
大
学
卒

の
江
戸
川
乱
歩
が
黒
岩
涙
香
を
耽
読
し
て
い
た
よ
う
に
、
評
者

は
『
萬
朝
報
』
の
受
容
に
あ
っ
て
、
学
生
や
学
校
教
育
の
整
備

は
か
な
り
重
要
な
要
因
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。『
萬

朝
報
』
は
「
普
通
一
般
の
多
数
民
人
」「
安
価
」「
平
易
」
の
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
性
格
か
ら
推
し
量
ら
れ
る
大

衆
新
聞
の
姿
よ
り
も
、
ま
さ
に
孵
化
し
始
め
よ
う
と
し
て
い
る

「
中
産
階
級
の
卵
た
ち
」
の
新
聞
の
よ
う
に
み
え
て
く
る
。
た

だ
し
、『
萬
朝
報
』
は
勃
興
し
つ
つ
あ
っ
た
中
産
階
級
、
あ
る
い

は
市
民
階
級
の
た
め
の
新
聞
で
あ
っ
て
、
確
立
し
た
あ
と
の
中

産
階
級
の
新
聞
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ゆ
え
、

発
展
途
上
に
お
け
る
中
産
階
級
の
糧
と
な
り
、伴
走
し
え
た
が
、

中
産
階
級
が
安
定
し
始
め
た
時
期
に
は
そ
の
役
目
を
終
え
た
。

中
産
階
級
が
求
め
た
の
は
『
朝
日
新
聞
』
や
『
毎
日
新
聞
』
と

い
っ
た
中
立
的
な
報
道
新
聞
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
そ
れ
は

短
期
間
に
戦
わ
れ
た
二
度
の
対
外
戦
争
と
い
う
報
道
が
き
わ
め

て
重
視
さ
れ
る
国
家
イ
ベ
ン
ト
を
経
る
こ
と
で
明
々
白
々
と
な
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っ
た
。
戦
争
が
社
会
シ
ス
テ
ム
を
大
き
く
改
変
し
て
い
く
こ
と

は
自
明
と
も
い
え
る
が
、
メ
デ
ィ
ア
も
そ
の
例
に
も
れ
な
い
。

著
者
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
報
道
が
重
視
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に

お
い
て
『
萬
朝
報
』
は
創
刊
当
初
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
安
価
」

が
軛
と
な
っ
て
適
応
で
き
な
か
っ
た
。『
萬
朝
報
』
の
急
転
す
る

栄
光
と
没
落
は
、
後
発
国
民
国
家
・
日
本
が
足
早
に
近
代
化
の

歩
み
を
駆
け
抜
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
姿
の
一
つ
の
反
映
で
あ

ろ
う
。 

第
三
に
、「
社
会
悪
」
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
関
係
に
つ
い
て

で
あ
る
。
評
者
は
「
社
会
悪
」
と
い
う
概
念
は
メ
デ
ィ
ア
史
研

究
に
お
い
て
も
今
後
着
目
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
近
年
、
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
の
「
弾
丸
効
果
論
の

時
代
」
と
さ
れ
て
き
た
期
間
に
お
い
て
も
、
受
動
的
な
受
け
手

を
想
定
す
る
弾
丸
効
果
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
論
は
否
定
さ
れ
つ

つ
あ
る
（
六
）
。
む
し
ろ
、
メ
デ
ィ
ア
が
も
つ
機
能
と
し
て
着
目
す

べ
き
は
、
受
け
手
の
態
度
、
記
憶
、
思
想
、
価
値
観
を
長
期
的

に
形
成
し
て
い
く
点
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
る
と
メ
デ
ィ
ア

が
何
を
「
社
会
悪
」
と
設
定
し
て
報
道
し
た
の
か
で
あ
ろ
う
。

メ
デ
ィ
ア
と
い
う
文
化
権
力
が
長
期
的
に
受
け
手
を
ど
う
形
作

っ
て
き
た
の
か
が
メ
デ
ィ
ア
史
と
し
て
も
必
要
に
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、「
政
党
政
治
と
政
商
の
結
託
が
腐
敗

を
う
む
」
と
い
う
議
題
は
、
民
政
党
政
権
期
の
疑
獄
報
道
の
よ

う
に
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、

そ
の
よ
う
な
政
党
と
政
商
の
結
託
に
よ
る
腐
敗
を
根
拠
と
し
た

事
件
と
し
て
著
名
な
の
が
、
五
・
一
五
事
件
で
あ
る
。
五
・
一

五
事
件
の
実
行
者
が
、「
政
党
と
政
商
の
結
託
に
よ
る
腐
敗
」
を

犯
行
根
拠
の
一
つ
と
し
て
声
高
に
説
き
、
国
民
か
ら
の
同
情
を

集
め
、
多
数
の
減
刑
嘆
願
書
を
集
め
た
（
七
）
。
ま
た
、
一
九
三
四

年
の
帝
人
事
件
の
引
き
金
を
引
い
た
『
時
事
新
報
』
の
連
載
「
番

町
会
を
暴
く
」
も
「
政
党
と
政
商
の
結
託
に
よ
る
腐
敗
」
を
「
社

会
悪
」
と
し
て
糾
弾
し
、
齋
藤
実
内
閣
総
辞
職
の
原
因
と
な
っ

た
（
八
）
。
メ
デ
ィ
ア
が
曖
昧
な
「
社
会
悪
」
を
ど
う
作
り
上
げ
、

い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
か
と
い
う
研
究
は
、

今
後
な
さ
れ
て
よ
い
領
域
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

第
四
に
、
黒
岩
涙
香
の
大
隈
重
信
内
閣
へ
の
関
与
に
関
す
る

点
で
あ
る
。
こ
こ
は
評
者
個
人
と
し
て
は
も
う
少
し
分
厚
い
記
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述
が
欲
し
か
っ
た
。
本
書
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第

二
次
大
隈
内
閣
成
立
の
要
因
を
な
し
た
第
一
次
護
憲
運
動
を
主

導
し
た
新
聞
社
に
対
し
、
論
功
行
賞
の
よ
う
に
記
者
叙
勲
を
行

な
っ
た
が
、
そ
の
中
で
も
黒
岩
涙
香
は
先
導
的
な
役
割
を
果
た

し
、
大
隈
の
ブ
レ
ー
ン
と
も
な
っ
た
。
大
隈
重
信
は
イ
メ
ー
ジ

戦
略
を
重
視
し
た
政
治
家
で
あ
っ
た
が
（
九
）
、
大
隈
と
深
い
つ
な

が
り
を
持
っ
た
黒
岩
涙
香
と
『
萬
朝
報
』
は
そ
の
大
隈
イ
メ
ー

ジ
形
成
に
お
い
て
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
ま
た
、

大
隈
系
新
聞
で
あ
っ
た
『
報
知
新
聞
』
と
イ
メ
ー
ジ
戦
略
に
お

い
て
い
か
な
る
差
異
や
棲
み
分
け
、
類
似
性
が
あ
っ
た
の
か
。

衰
退
す
る
『
萬
朝
報
』
と
興
隆
す
る
『
報
知
新
聞
』
に
お
け
る

比
較
も
含
め
て
、
切
り
込
む
価
値
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。 

以
上
、
四
点
ほ
ど
課
題
を
挙
げ
た
が
、
こ
れ
ら
は
今
後
評
者

が
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
も
の
も
含
ん
で
お
り
、

本
書
と
し
て
は
屋
上
屋
を
架
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
本
書

は
多
様
な
側
面
を
も
つ
黒
岩
涙
香
の
も
っ
と
も
重
要
な
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
た
「
新
聞
人
」
の
本
格
的
評
伝
と
し

て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。 

 

一 

上
野
千
鶴
子
『
近
代
家
族
の
成
立
と
終
焉
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
八
四-

八
九
頁
。 

二 

鶴
見
俊
輔
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
思
想
」『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
思
想 

現
代
日
本

思
想
体
系 

一
二
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
五
年
、
一
七-

一
八
頁 

三

天
野
郁
夫
『
学
歴
の
社
会
史
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
一
三
頁
、
及
び
、
竹

内
洋
『
立
志
・
苦
学
・
出
世
』
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
一
年
、
六
二-

六
四
頁
。 

四

天
野
郁
夫
、
前
掲
書
、
二
〇
三-

二
〇
四
頁 

五

佐
藤
八
寿
子
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン/

ス
ク
ー
ル
』
中
公
新
書
、
二
〇
〇
六
年
、
三
四-

三
五

頁
。 

六 

受
け
手
の
能
動
性
に
関
す
る
メ
デ
ィ
ア
史
的
研
究
と
し
て
は
、
日
本
で
は
佐
藤
卓

己
『
流
言
の
メ
デ
ィ
ア
史
』
岩
波
新
書
、
二
〇
一
九
年
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
津
田
正
太
郎

「「
聴
く
」
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」『
社
会
志
林
』
六
五
（
三
）、
二
〇
一
八
年
一
二
月
、
二

四-

五
四
頁
。
な
お
、
津
田
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
効
果
の
判
断
に
お
い
て
、
立
場
に
よ

っ
て
異
な
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
生
じ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

七

小
山
俊
樹
『
五
・
一
五
事
件
』
中
公
新
書
、
二
〇
二
〇
年
、
第
五
章
。 

八 

拙
稿
「
普
通
選
挙
体
制
下
の
メ
デ
ィ
ア
政
治
家
」
佐
藤
卓
己
・
河
崎
吉
紀
編
『
近

代
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
議
員
』
創
元
社
、
二
〇
一
八
年
、
二
五
一-

二
六
一
頁
。 

九

伊
藤
之
雄
『
大
隈
重
信
』
下
巻
、
中
公
新
書
、
二
〇
一
九
年
、
九
三-

一
〇
〇
頁
、

二
二
三-

二
三
〇
頁
。
な
お
、
伊
藤
は
大
隈
を
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
手
法
は
使
う
が
、

国
民
の
よ
く
考
え
ぬ
か
れ
た
理
性
的
意
見
で
あ
る
輿
論
を
重
視
し
、
現
代
的
な
意
味
で

の
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
で
は
な
い
」
と
位
置
づ
け
る
（
同
書
、
三
四
七
頁
）。 
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